
L-2L ディエンベディングに基づくミリ波帯パッドモデルの検討 
L-2L De-embedding Method with Double-T-type PAD Model for Millimeter-wave Amplifier Design 

東京工業大学           ○河合 誠太郎, Korkut Kaan Tokgoz, 岡田 健一, 松澤 昭 
Dept. Physical Electronics, Tokyo Institute of Technology 

kawai@ssc.pe.titech.ac.jp 

 

概要: ミリ波帯におけるシミュレーション精度を向上するにあたり、ディエンベディングの精度が

重要である[1]。特に、ミリ波においてプロービング用パッドの影響は大きく、高精度のモデルが

要求される。本来パッドはレシプロカルな受動素子であり、3 パラメータ必要だが、計算上 2 つの

パラメータしか求められず不完全なモデルであった[2]。本研究では、従来提案されている L-2L 法

からより高精度なディエンベディング用パッドモデルを実現する手法を提案する。1 段アンプにお

ける実測とシミュレーションの比較（図 1）から、高精度なモデルを実現したことを示す。 
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図 1．シミュレーションと実測の比較 


